
平成 27 年度 港南区元気な地域づくりフォーラム 開催報告 
 

１ 開催概要                                                     

(1) 日 時  平成 28年３月 12日(土曜日) 13時 30分～17時 00分 

(2) 会 場  港南公会堂 

(3) 主 催  港南区連合町内会長連絡協議会 港南区社会福祉協議会 港南区役所 

(4) 参加者  406名（26年度：350名 25年度：352名 24年度：300名） 

 

２ 実施内容                                                                 

(1) プログラム 

  ア 開会あいさつ 港南区社会福祉協議会 長会長 

  イ 発表！第３期港南ひまわりプラン（地域福祉保健計画） 

   ◇地区別計画の紹介 計画作りに携わった各 15 地区の代表からコメント（別紙参照） 

   ◇区計画の紹介   港南区民生委員児童委員協議会 五十嵐氏、 

港南区ボランティア連絡会 尾﨑氏、日下地域ケアプラザ 沼所長 

   ◇まとめ      港南区役所 齊藤区長 

  ウ 27 年度「協働による地域づくり」について 港南区連合町内会長連絡協議会 藤田会長 

 エ 地域活動事例発表 

   ◇防災・減災 

     オーバーナイトキャンプ （さつき台自治会子ども会 大久保最戸） 

      子ども達対象のオーバーナイトキャンプを防災訓練を兼ねて実施。子ども達は 

キャンプを楽しみながら防災の意識を高めています。自治会や子ども会 OB など、 

いろいろな人達との連携がカギとなっています。 
 

参加したくなる防災訓練 （中の丸上町会 笹下） 

多世代に参加を呼びかけ、防災訓練などを実施。訓練にバーベキューを取り入れたり、 

AED 訓練と同時に「流しそうめん大会」を行うといった工夫をしています。 

顔の見える関係づくりを大切に、みんなで取り組んでいます。 
 

   ◇見守り・支えあい 

高齢者サロン「カフェ・ドリーム」 （ひぎり地区社会福祉協議会） 

月 1 回地区の自治会館を相互に高齢者サロンを開催。美味しい淹れたてコーヒーと 

毎回「頭を使うゲーム」、歌などを楽しむ会です。企画・運営面では男性がたくさん活躍。 

参加者にもたくさんの出番があり、カフェのスタッフも大変充実しています。 
 

   ◇地域の魅力づくりと担い手確保   

小中学生ボランティアによる連合イベントの活性化 （下永谷連合町内会） 

地元の小中学校の協力を得て、在校生を対象に地域イベントのボランティアを募集。 

名乗り出てくれた小中学生は「下永谷の昔を歩く会」で活躍しました。地域から 

小中学校にうまく働きかけ、たくさんの子ども達が参加。多世代交流の場にもなっています。 
 

青少年部の立ち上げ（玉興町内会 永谷） 

子ども会を卒業した若者を中心に青少年部を立ち上げました。中高生から社会人までの 

若者が様々な行事等で活躍し、地域の貴重な担い手となっています。 

青少年部を立ち上げたのは大人、でも現在はメンバーが自分たちで考え、行動しています。 

 

 

   ◇健康づくり 

健康さんぽの会 （上大岡地区社会福祉協議会） 

毎週水曜日、大岡川の周りを楽しくおしゃべりしながら歩きます。 

いつでも、だれでも、どこからでも参加できる自由さ、 

そしてそこに行けば仲間に会える安心感が魅力。 

自治会町内会と連合町内会の協力ですでに 7 年にわたって活動が続いています。 
 

ラジオ体操デモンストレーション （港南区スポーツ推進委員 山口氏、石川氏、桑原氏） 

    ◇こどもフォーラム２０１５ 

人と人とのつながり広げ、笑顔あふれる住みよいまちへ （笹下中、上大岡小、南台小、日下小） 

    ◇学び舎ひまわり卒業発表 

防災減災活動の重要性 （日野第一連合 小後摩 和雄氏） 

まちをサロン化する～やすらぎと寄り添いの美晴台～ （永野地区連合 渡邊 正一氏） 
 

   オ 28年度に向けて 港南区連合町内会長連絡協議会 藤田会長 

◇地域で取り組む重点テーマ 

①防災・減災 ②見守り・支えあい ③地域の魅力づくりと担い手確保 ④健康づくり 
 

◇地域でつながりを強めるための取組方針 

① 地域活動者どうしのコミュニケーションを充実させましょう！ 

● 地区ごとに自治会町内会を中心に様々な地域活動者が集い、それぞれの取組や課題について、 

意見や情報を交換する場を年 1 回以上開催し、地域の様々な取組をより一層充実させます。 

     ● 地区定例会に活動団体の代表者が参加するなど団体間の協力・連携を促進します。 

● 住民の理解と協力を促すためのＰＲや誰もが気軽に参加できる工夫を行っていきます。 
 

② 一人ひとりができる範囲で参加し、向こう三軒両隣に「お互いさま」の関係を築き、身近な地域での取組を 

進めていきましょう！ 

● 防災・減災や見守り・支えあいの取組を通じて、単位自治会町内会を基盤とした連携・協力を進め、 

一人ひとりが自助・共助の大切さを共有し実践します。 

● 各家庭で防災・減災について考え・話し合い、備えることができるよう「防災５箇条」の周知を徹底し、 

あわせて「携帯トイレ」の普及を行います。 

     ● 第３期港南ひまわりプラン（地域福祉保健計画）の推進を通じて、これからの地域をより良くする活動を 

進めます。 

● 次の世代を担う子どもたちに豊かなふるさとを引き継ぐため、廃食用油のリサイクルや河川のクリーンアッ 
プなど、できることから環境活動に取り組んでいきます。 

 
③ 地域と行政などが一緒になってそれぞれの役割を考え、共に取り組みましょう！ 

● 地域、区役所、区社協、地域ケアプラザなどがともに地域について学び合う場『学び舎ひまわり』を充実

させ、連携を強化します。 
● 区全体で地域づくりに関係する様々な団体の代表者が集い、それぞれの活動情報などを共有する場『協働

による地域づくり推進協議会』を充実させ、さらなる協働による取組を進めていきます。 


